
■開催概要

★次回レース予定
●シリーズ名称	：	 2026鈴鹿サンデーロードレース第2戦
●開催日	 ：	 2026年8月1日（土）・2日（日）
●会場	 ：	 鈴鹿サーキット フルコース（5.821km）
●開催クラス	 ：	 インターJSB1000、インター／ナショナルST1000・J-GP3・ST600・JP-SPORT、CBR250R/CBR250RR Dream Cup

●シリーズ名称	 ：	 2026鈴鹿サンデーロードレース第2戦
●主催	 ：	 ホンダモビリティランド株式会社 鈴鹿サーキット
●会場	 ：	 鈴鹿サーキット フルコース（5.821km）
●参加台数	 ：	 総参加台数／222台
	 	 CBR250R Dream Cup........................................................................................... 30台
	 	 CBR250RR Dream Cup........................................................................................ 32台
	 	 インターJP-SPORT....................................................................................................6台
	 	 ナショナルJP-SPORT............................................................................................. 19台
	 	 インターJ-GP3..........................7台（内、HRC NSF250R Challenge………1台）
	 	 ナショナルJ-GP3......................9台（内、HRC NSF250R Challenge………4台）
	 	 インターJSB1000................................................................................................... 14台
	 	 ナショナルST600.................................................................................................... 42台
	 	 インターST1000..................................................................................................... 20台
	 	 インターST600........................................................................................................ 17台
	 	 ナショナルST1000................................................................................................. 26台
●開催日	 ：	 2026年6月6日（土）・7日（日）
●天候／路面	 ：	 6月6日（土）／晴れ・ドライ、7日（日）／雨・ウェット          

2026“コカ・コーラ”鈴鹿8時間耐久ロードレースのテストを兼ねて今回のインターJSB1000やインターST1000に参戦したチームもあった
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ビギナーから全日本経験者までが一堂に会する鈴鹿サンデー
ロードレース、第2戦も随所で熱く激しいバトルが展開された！

全日本ロードレース選手権へとつながる競技志向の強い2輪レースシリーズ、それが鈴鹿サンデーロードレースだ。
その2026年シーズンは4月25日（土）・26日（日）に開幕し、梅雨入り前後の時期である6月6日（土）・7日（日）に第2戦が
開催された。今回も開幕戦同様、全カテゴリーの公式予選とCBR250R Dream CupおよびCBR250RR Dream Cupの決
勝レースが初日の土曜日に行われ、翌日曜日にその2カテゴリー以外の決勝レースが行われた、

まず6日（土）のCBR250R Dream CupおよびCBR250RR Dream Cupのレースはワンメイクレースらしく、ファイナル
ラップまで数台のパックが数珠つなぎ状態のバトルを披露し、最後の最後まで誰がどの順位になるのかわからないと
いう手に汗握る展開となった。また、7日（日）のインター／ナショナルJP-SPORT、インター／ナショナルJ-GP3でも小排気
量・軽量級カテゴリーならではの接戦が展開された。

さらに、国内外のリッタースーパースポーツによって争われるインターJSB1000やインターST1000には2026“コカ・
コーラ”鈴鹿8時間耐久ロードレース第47回大会への参戦を表明しているライダー・チームもエントリー。鈴鹿8耐の決
勝レースが開催される7月5日（日）を控え、その直前のテストを兼ねて参加していたようだ。また、今回の第2戦では、全
カテゴリーのポールシッターが開幕戦と同一という珍しいことが起こった。これには2025年の東コース改修に続き、今
シーズンのシーズンインを目前に西コースエリアも路面張り替え工事が行われ、路面のグリップ力が向上したことが関
係しているようだ。

次回第3戦は鈴鹿8耐後の8月1日（土）・2日（日）に開催される。一年で一番暑い時期に行われることに加え、シーズン
が折り返しを迎える1戦でもあるため、天候以上に熱い2日間になるはずだ。その第3戦にも是非ご注目いただきたい。

毎戦多くの台数を集めるナショナルST600は今回も43台が参戦。ほぼフルグリッド状態で行われた決勝レースは抜きつ抜かれつの展開となった



レースレポート（1）
■CBR250R Dream Cup
今大会初の公式セッションとなったこのカテゴリーの公式予選。鎌苅絢音が開幕戦に続いてトップタイムをマークし、ポールポジションを獲得し

た。決勝レースではその鎌苅と2番グリッドスタートの澤琥士郎が横並びの状態で1コーナーへ。澤、鎌苅のオーダーとなるが、S字コーナーですぐに
鎌苅がトップに。3番グリッドスタートの中沢寿寛がオープニングラップのヘアピン進入で澤をパス。中沢、澤、林規夫らがバトルを続ける間に鎌苅が
頭ひとつ抜け出すことに成功する。その若干後方では中沢も一時的に単独2番手に。しかし、澤が再び中沢に接近。その2台に林、江嶋紗驚、入江高伸
らを加えた7台が2番手グループを形成する。鎌苅は自己ベストを更新しながら2番手以降を引き離し続け、最終的に12秒710ものアドバンテージを
築いて見事ポールtoウィン。澤が混戦の2位争いを制する結果となった。

CBR250R Dream Cup表彰式（優勝：鎌苅絢音、2位：澤琥士郎、3位：入江高伸）

CBR250R Dream Cupの決勝レースライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

https://www.youtube.com/live/1CjN9yc3RBg?si=oN8LZm8ZnNgXuzXr&t=22993


レースレポート（1）
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■CBR250RR Dream Cup
公式予選では開幕戦ウィナーの藤田悠希がまずタイミングボードのトップに。前回の予選でコースレコードを更新したその藤田が2分31秒570ま

でタイムアップし、レコードをさらに更新した。決勝レースのスタートは混戦となったものの藤田がトップに。デグナーカーブ2つ目で3番グリッドス
タートの福井宏至が2番手に浮上する。藤田はオープニングラップから早くも後続を引き離すことに成功。福井と2番グリッドスタートの筒井伸が2番
手グループを形成し、周回ごとに順位を入れ替えるバトルを披露する。その背後に7番グリッドスタートの松本朋也が続く。次第に筒井、福井は単独2
番手、単独3番手に。4番手以降もバラけ始める。後続に10秒235ものアドバンテージを築いてファイナルラップへと突入した藤田が今回もポールto
ウィン。開幕2連勝を飾った。2位は筒井。福井が3位に入賞した。

CBR250RR Dream Cup表彰式（優勝：藤田悠希、2位：筒井伸、3位：福井宏至）

CBR250RR Dream Cup決勝レースライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

レースレポート（2）

https://www.youtube.com/live/1CjN9yc3RBg?si=HI2uhTeOEjk3TU0S&t=26572


レースレポート（2）
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■インター／ナショナルJP-SPORT
公式予選では前回のポールシッター船田俊希がアタックを重ねるごとにタイムアップ。その船田が2戦連続でポールポジションを獲得することと

なった。決勝レースはスタート直前に雨が降り始めたため、WET宣言が出され、2周減算の6周での戦いに。船田がスタートで出遅れる。ホールショッ
トを奪ったのは3番グリッドからスタートした鈴木悠大。それに2番グリッドスタートの市原一優、船田と続く。船田がS字コーナーで市原をパス。オープ
ニングラップの2輪専用シケインまでに鈴木が頭ひとつ抜け出すことに成功する。船田も単独2番手に。そこから若干離れ、塚脇椋太、三浦雄一、中川
空嶺の3台がテールtoノーズの状態で続く。トップを独走する鈴木が2周目のS字コーナーで転倒。これにより、船田が単独トップとなる。船田はその後
も危なげない走りを披露し、そのままポールtoウィンを決めた。

（優勝：船田俊希、2位：三浦雄一、3位：中原美海）

インター／ナショナルJP-SPORT決勝レースライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

レースレポート（3）

https://www.youtube.com/live/9yQpAgIrA7s?si=ieY7ct910w69iwJU&t=2469


■インター／ナショナルJP-SPORT　　

ナショナルJP-SPORT表彰式（優勝：中川空嶺、2位：南博之、3位：市原一優）

ナショナルJP-SPORT車両銘柄賞表彰式（Honda賞：南博之、Kawasaki賞：神吉龍成、YAMAHA賞：中川空嶺）

レースレポート（3）



レースレポート（3）
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■インター／ナショナルJ-GP3・HRC NSF250R Challenge
針尾大治郎が公式予選でトップタイムをマークし、2戦連続でポールポジションを獲得。WET宣言が出されたため、2周減算されて8周で争われた

決勝レースでは3番グリッドスタートのJACKSON MACDONALDがホールショットを奪う。それに2番グリッドスタートの久原昂士が続く。オープニング
ラップのS字コーナーで針尾が一気にトップに。針尾はその後のデグナーカーブあたりまでに早くも2番手以降を引き離しにかかる。中山結互がそれ
に続く。その中山も単独2番手に。針尾、中山、金子寛のオーダーでオープニングラップを帰ってくる。中山が6周目の1コーナーで転倒。針尾は自身が
マークしたファステストラップを周回ごとに更新しながら走行を続ける。その針尾がトップチェッカーを受けると同時にインターJ-GP3のウィナーに。
ナショナルJ-GP3を制したのは総合2位でチェッカーを受けた久原だった。

インターJ-GP3表彰式（優勝：針尾大治郎、2位：金子寛、3位：吉田忠幸）

インター／ナショナルJ-GP3決勝レースライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

レースレポート（4）

https://www.youtube.com/live/9yQpAgIrA7s?si=DTkhxBbmApJ3t7L-&t=5898


■インター／ナショナルJ-GP3・HRC NSF250R Challenge

ナショナルJ-GP3表彰式（優勝：久原昂士、2位：向田克章、3位：知識可穏）

レースレポート（4）
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■インターJSB1000
杉山優輝が公式予選で唯一の2分11秒台となる2分11秒075をマーク。開幕戦に続いてポールポジションを獲得した。決勝レースではその杉山が

ホールショットをゲット。杉山はオープニングラップから早くも後続を引き離しにかかる。しかし、スプーンカップの飛び込みで2番グリッドスタートの
冨江慧がトップに。その冨江がオープニングラップの最終コーナーで転倒してしまう。杉山、福山京太、伊東歩樹、久野光博のオーダーでオープニング
ラップを終了するも、2周目に久野が転倒。3番手に浮上した荒川雅彦が2周目にファステストラップをマークする。荒川は3周目にさらにファステスト
を更新するとともに福山と杉山をパスしてトップに。荒川はそのまま独走状態となるが、5周目になると杉山が荒川の背後に接近。7周目のメインスト
レートでトップに立った杉山が開幕2連勝を飾る結果となった。

インターJSB1000表彰式（優勝：杉山優輝、2位：荒川雅彦、3位：宮腰武）

インターJSB1000決勝レースライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

レースレポート（5）
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レースレポート（5）
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■ナショナルST600
公式予選では開幕戦がST600のデビューレースとなった堀絢仁がまずタイミングボードの頂点に。堀がアタック3周目にマークした2分16秒123が

トップタイムとなった。決勝レースではポールポジションからスタートした堀がホールショットを奪ったが、3番グリッドスタートの大金智量がその堀
をパスしてトップに。前回のウィナー竹本周平がそれに続く。オープニングラップの130Rで大金が転倒。堀、竹本、8番グリッドからスタートした笹之内
英作のオーダーでオープニングラップを帰ってくる。その3台が積極的なバトルを展開。そこに2番グリッドスタートの芝本友暉、6番グリッドスタート
の櫻拓斗が加わる。次第に笹之内、芝本は単独トップ、単独2番手に。その2台はレース終盤に再び接近したが、130Rで転倒者が続いたことにより、赤
旗が出され、そのままレースは終了。笹之内の優勝が決まった。

ナショナルST600表彰式（優勝：笹之内英作、2位：芝本友暉、3位：櫻拓斗）

ナショナルST600決勝レースライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

レースレポート（6）

https://www.youtube.com/live/9yQpAgIrA7s?si=OXm8epXK9qCkFIs_&t=12579


レースレポート（6）
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■インターST1000
前回のポールシッター片平亮輔が公式予選でまず2分12秒738をマーク。前回2番手だった中堀拓己が2分11秒675を記録してそのタイムを上回る

が、片平が次のアタックでこの日のインターJSB1000のベストをも上回る2分10秒951をマークしてポールポジションを獲得する。決勝レースでは2番
グリッドスタートの中堀がホールショットを奪うが、S字コーナーで片平がトップに。片平と中堀はオープニングラップで早くも単独トップ、単独2番手と
なる。5番グリッドスタートの安達勝紀も4番手以降を引き離すことに成功。安達は2周目に中堀のテールに接近する。安達は2分33秒170のファステス
トラップをマークした3周目に中堀をパス。その後、片平と安達は互いにファステストを更新しながら走行を続ける。次第に安達が片平に接近。しか
し、パスするには至らず、片平がポールtoウィンを飾った。

インターST1000表彰式（優勝：片平亮輔、2位：安達勝紀、3位：中堀拓己）

インターST1000決勝レースライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

レースレポート（7）

https://www.youtube.com/live/9yQpAgIrA7s?si=ei6QfpJJNG5JI6r0&t=19708


レースレポート（7）
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■インターST600
公式予選では平城雄飛が唯一の2分13秒台となる2分13秒935をマークしてポールポジションを獲得。2分14秒292をマークした三上真矢がそれに

続いた。決勝レースでは5番グリッドスタートのターナー健人がホールショットをゲット。それに三上が続く。三上はS字コーナーでターナーをパスして
トップに立つと、オープニングラップから後続を引き離すことに成功。ターナー、中村敬司も単独2番手、単独3番手となる。三上はファステストラップを
マークしながら2番手以降を引き離し続ける。ターナーと中村を挟み、オーダーは岸田尊陽、小野雅治、平城、田中壮途の順。4周目になると中村が
ターナーに接近していく。5周目のヘアピンで中村がターナーの前に。しかしすぐターナーが2番手に返り咲く。その後もその2台はバトルを続けたが、
三上、中村、ターナーのオーダーでチェッカーを受けた。

インターST600表彰式（優勝：三上真矢、2位：中村敬司、3位：ターナー健人）

インターST600決勝レースライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

レースレポート（8）

https://www.youtube.com/live/9yQpAgIrA7s?si=cctgz2Tk7FYlrFnu&t=23297


レースレポート（8）
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■ナショナルST1000
開幕戦のウィナーである白岩直樹が公式予選で2分13秒971をマーク。これは自身が前回大会の公式予選で更新したコースレコードをさらに短縮

するレコードタイムとなった。決勝レースではその白岩がオープニングラップのセクター1だけで2番手以降を2秒以上引き離すことに成功。オープニ
ングラップ終了時点では2番手以降に6秒710のアドバンテージを築く。その後方では3番グリッドスタートの竹中淳雄、2番グリッドスタートの片岡亮
太、10番グリッドスタートの山口慎太郎、4番グリッドスタートの古田浩がテールtoノーズの状態で2番手争いを展開。古田が3周目のデグナーカーブ1
つ目でミスして集団から大きく遅れる。片岡が竹中を抜いたが、山口がその片岡と竹中をパス。結局、白岩は2位以降に32秒918ものアドバンテージ
を築いて2連勝を飾った。激しい2位争いを制したのは竹中だった。

ナショナルST1000表彰式（優勝：白岩直樹、2位：竹中淳雄、3位：山口慎太郎）

ナショナルST1000決勝レースライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

レースレポート（9）

https://www.youtube.com/live/9yQpAgIrA7s?si=00gD5IW-oU6qulzh&t=26919


レースレポート（9）

https://www.suzukacircuit.jp/sundayr/
2026鈴鹿サンデーロードレースの公式リザルト・ポイントランキング等の各種詳細情報は
鈴鹿サーキット公式webサイト専用ページにてご覧いただけます。

https://www.suzukacircuit.jp/sundayr/


この日、キラリと光ったライダーに一問一答
「Voice of Pick Up Rider」
JP-SPORTクラスで奮闘する

林 夢乃 選手
（チームゆめフワIEC＋D-nut's／Honda CBR250RR）

【ピックアップライダー／インタビュー（ダイジェスト版）】
Q:前回の開幕戦ではクラス2位でした。今回まずは公式予選はどのような展開になりましたか?
「開幕戦ではフロントローを獲得できました。今回は総合4番手ということで少し悔しさが残りましたが、単独で2分29秒フ
ラットをマークできたのは良かったと思います。スタートは苦手なのですが、決勝レースではうまく決めてトップについて
いきたいと考えていました」

Q:.一転WET宣言となった決勝レースはどのような戦いになりましたか？
「転倒せずに走り切ることができて本当に良かったと思います。雨が苦手ですし、スタートも苦手なので、一時はどうなるか
と思ったのですが、皆さんの応援コメントと現地応援のおかげで頑張ることができました。ありがとうございました。今シー
ズンも残り2戦。表彰台の真ん中を狙って、また、シリーズチャンピオンを狙って頑張っていきたいと思いますので引き続き
応援よろしくお願いします」

Q:JP-SPORTについてアピールしてください！
「初心者さんからベテランさんまで幅広いスキルのライダーが楽しめるカテゴリーだと思っています。速い人の走りを見る
ことでライディングスキルが向上します。皆さん、是非いっしょに走って、スキルアップしていきましょう！」

  「Voice of  Pick up Rider」のインタビュー動画が鈴鹿サーキット公式YouTubeチャンネルでご覧いただけるようになりました
  ライダーたちのよりディープでリアルな表情と声を是非御覧ください　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

https://youtu.be/pLzG8jBfajo?si=coeJ0wdhbeYS76aO

